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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左心耳を閉塞するためのデバイスであって、左心耳は、該左心耳の口で左心房に開口し
ており、前記デバイスは、
　拡張可能なラチス構造を含み、該拡張可能なラチス構造は、左心耳の口またはその近く
に位置決めされるように構成された遠位閉塞部材と、左心耳の内部内に延びるように構成
された近位閉塞部材と、前記遠位閉塞部材と前記近位閉塞部材の間のラチスコアと、を有
し、前記拡張可能なラチス構造は、
　左心耳の組織と接触し、左心耳の組織とシールを形成するように構成された外ラチス層
と、
　前記外ラチス層によって包囲され、前記ラチス構造の前記遠位閉塞部材に配置されたハ
ブで前記外ラチス層に結合されている内ラチス層と、を含み、
　前記内ラチス層は、前記外ラチス層を半径方向外方に駆動し、左心耳の口および／また
は左心耳の口の遠位側で該内ラチス層を左心耳の組織に押し付けるように構成されている
、デバイス。
【請求項２】
　前記遠位閉塞部材は、平らな輪郭を有する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記ラチス構造に結合され、または、前記ラチス構造と一体である拡張可能な保持部材
をさらに含む、請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記外ラチス層は、外層および内層をさらに含む、請求項２に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記ハブの少なくとも５０％は、前記ラチス構造によって包囲されている、請求項２に
記載のデバイス。
【請求項６】
　前記外ラチス層は、第１の孔寸法を有し、前記内ラチス層は、前記第１の孔寸法よりも
大きい第２の孔寸法を有する、請求項２に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記ハブは、遠位ハブであり、前記デバイスは、該デバイスの前記近位閉塞部材に配置
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された近位ハブをさらに含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記ハブは、遠位ハブであり、前記デバイスは、前記外ラチス層に結合された第１の近
位ハブと、前記内ラチス層に結合された第２の近位ハブと、をさらに含む、請求項１に記
載のデバイス。
【請求項９】
　前記遠位閉塞部材は、平らな形状を有し、前記ラチスコアは、円筒状であり、前記近位
閉塞部材は、円錐形である、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記内ラチス層は、起伏を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記遠位閉塞部材は、平らな形状を有し、前記近位閉塞部材は、円錐形である、請求項
１に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記ハブは、前記遠位閉塞部材によって実質的に包囲されている、請求項１に記載のデ
バイス。
【請求項１３】
　前記デバイスの輪郭は、前記外ラチス層の輪郭によって規定される、請求項１に記載の
デバイス。
【請求項１４】
　前記外ラチス層は、平らな形状を有し、前記ラチス構造の長手方向軸線と垂直に配置さ
れている、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記ハブは、前記遠位閉塞部材と面一である、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記ハブは、前記外ラチス層と面一である、請求項１に記載のデバイス。
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